
私
の
戦
争
体
験

昭
和
十
五
年
、
中
学
生
(
旧
制
五
年
)
四
、
五
年
生
は
週

一
時
間
、
軍

事
教
練
の
時
間
が
あ
り
、
軍
隊
か
ら
将
校
(
少
尉
)
が
一
人
配
属
さ
れ
、

小
銃
の
手
入
れ
、
分
解
、
掃
除
、
分
隊
毎
の
戦
闘
訓
練
が
行
わ
れ
た
。
雪

が
降
る
と
雪
中
行
軍
と
称
し
て
授
業
は
せ
ず
、
一
日
二

0
キ
ロ
位
、
雪
の

中
を
銃
を
負
っ
て
行
軍
し
た
。

中
央
大
学
に
入
っ
て
か
ら
も
軍
事
教
練
が
あ
り
、
分
隊
、
小
隊
の
戦
闘

を
訓
練
さ
れ
た
。
後
に
軍
隊
に
入
り
、
こ
れ
が
予
備
教
育
で
あ
っ
た
こ
と

が
分
か
っ
た
。

昭
和
十
七
年
の
あ
る
日
、
大
学
の
三
階
の

一
室
で
授
業
中
、
米
海
軍
の

艦
載
機
が
川
崎
方
面
に
と
ん
で
行
く
の
を
、
何
も
わ
か
ら
ず
に
見
て
い
た

の
を
お
ぼ
え
て
い
る
。
米
軍
機
が
飛
び
去
っ
て
か
ら
空
襲
警
報
が
鳴
り
、

川
崎
方
面
に
煙
が
上
が

っ
た
。
翌
日
の
新
聞
で
は
「
損
害
は
軽
微
な
り
」

と
あ
っ
た
が
、
世
界
一
の
海
軍
が
あ
り
な
が
ら
、
と
不
安
を
感
じ
た
。
す

で
に
戦
は
敗
け
て
い
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
私
達
国
民
に
は
知
ら
さ
れ

な
か

っ
た。

昭
和
十
八
年
、
宇
都
宮
東
部
第
四
四
部
隊
の
自
動
車
隊
に
入
隊
。
自
動

キナ

井

正

治

本
町
一
丁
目

車
隊
と
し
て
の
教
育
と
幹
部
候
補
と
し
て
の
教
育
を
受
け
た
。
早
く
指
揮

官
を
つ
く
る
た
め
の
教
育
な
の
で
、
上
官
の
命
令
と
し
て
な
ぐ
ら
れ
、
隊

内
一
周
四
キ
ロ
を
走
ら
さ
れ
る
な
ど
、
め
ま
ぐ
る
し
い
日
々
だ
っ
た
。
し

か
し
、
こ
れ
を
乗
り
越
え
ら
れ
た
か
ら
こ
そ
今
日
の
生
命
が
あ
る
の
だ
と

感
謝
し
て
い
る
。
私
は
こ
こ
ま
で
は
出
来
る
と
い
う
自
信
が
出
来
た
か
ら

で
あ
る
。

東
京

・
目
黒
の
大
橋
に
あ
っ
た
甲
種
幹
部
候
補
生
学
校
は
、
自
動
車
輸

送
の
将
校
と
し
て
の
教
育
を
行
っ
た
。

川
に
橋
の
な
い
と
き
の
渡
河
訓
練
、

暗
夜
の
無
燈
火
運
転
、
空
襲
の
激
し
く
な

っ
た
と
き
の
昼
間
の
輸
送
法
等

訓
練
は
あ
ら
ゆ
る
こ
と
を
想
定
し
て
行
わ
れ
た
。

今
の
自
衛
隊
の
あ
る
富
士
の
裾
野
に
展
開
し
て
演
習
し
て
い
た
時

(昭

和
十
九
年
七
月
頃
か
)
、
初
め
て
米
軍
の

B
m
の
大
編
隊
が
高
度

一
万
メ
ー

ト
ル
で
白
い
飛
行
機
雲
を
引
い
て
富
士
山
を
目
標
と
し
、
そ
れ
か
ら
東
京

方
面
に
角
度
を
変
え
て
飛
ん
で
行
く
の
を
、
小
銃
を
抱
い
て
空
し
く
見
上

げ
て
い
た
の
を
鮮
明
に
-記
憶
し
て
い
る
。

十
二
月
、
同
校
卒
業
の
日
に
空
襲
が
あ
り
、
至
近
弾
が
落
ち
、
卒
業
式



も
そ
こ
そ
こ
に
防
空
壕
に
入
り
、
そ
の
う
す
暗
い
中
で
見
習
士
宮
の
襟
章

を
付
け
か
え
た
の
も
良
く
記
憶
し
て
い
る
。
同
年
兵
に
は
、
時
の
内
閣
総

理
大
臣
近
衛
さ
ん
の
二
男
の
方
、
戸
田
侯
爵
の
ご
長
男
、
王
様
ク
レ
ヨ
ン

の
長
男
の
方
等
、
有
名
人
が
い
た
。

昭
和
二

O
年
四
月
、
私
達
四
九
名
は
各
県
か
ら
一
名
ず
つ
選
ば
れ
て
こ

の
憲
兵
学
校
に
転
属
し
た
。
現
在
の
中
野
駅
北
口
に
あ
る
サ
ン
プ
ラ
ザ
、

中
野
区
役
所
、
中
野
税
務
署
、
中
野
都
税
事
務
所
、
警
察
学
校
等
の
場
所

に
は
、
憲
兵
隊
と
中
野
電
信
隊
が
あ
っ
た
。
駐
輪
場
の
所
は
私
達
将
校
の

食
堂
だ

っ
た
。
国
鉄
の
レ

l
ル
に
沿

っ
て
馬
小
屋
が
あ
り
、
四
十
余
頭
の

私
達
の
練
習
用
の
馬
が
い
た
。
ま
た
、
サ
ン
プ
ラ
ザ
側
の
バ
ス
停
の
と
こ

ろ
に
は
、
拳
銃
の
射
撃
場
が
あ
っ
た
。

昭
和
二

O
年
三
月
十
日
午
前
零
時
、
空
襲
警
報
が
鳴
る
と
同
時
に
、
高

く
低
く
四
方
八
方
か
ら
敵

B
mが
侵
入
し
、
江
東
方
面
を
無
差
別
攻
撃
し

た
。
こ
の
時
私
は
四
九
名
の
防
火
班
長
を
し
て
い
た
の
で
、
防
空
壕
の
上

に
立
ち
(
ま
だ
松
の
根
元
に
は
雪
が
十
セ
ン
チ
ほ
ど
残
っ
て
い
た
)
、
軍
万

を
杖
に
空
を
見
上
げ
て
い
た
。
下
町
は
赤
い
火
に
包
ま
れ
、
日
本
軍
の
高

射
砲
弾
は
一
万
メ
ー
ト
ル
ま
で
届
か
ず
、
機
関
砲
は
洩
光
弾
の
跡
を
残
し

て
こ
れ
も
届
か
ず
、
た
だ
呆
然
と
空
を
見
上
げ
る
ば
か
り
で
あ
っ
た
。
た

だ
日
本
空
軍
の
特
攻
機
一
機
が

B
mに
体
当
た
り
し
、

B
mが
火
を
吹
い

て
東
京
湾
に
落
ち
て
行
っ
た
。
お
そ
ら
く
私
と
同
年
で
あ
ろ
う
特
攻
機
の

彼
を
思
い
、
ご
冥
福
を
祈
る
ば
か
り
で
あ
っ
た
。
下
町
の
被
害
は
ご
存
じ

の
通
り
初
め
か
ら
逃
げ
ら
れ
ぬ
よ
う
に
周
囲
か
ら
焼
夷
弾
を
落
と
し
、
火

を
避
け
て
川
に
入
っ
た
人
の
上
に
ま
た
人
が
と
び
こ
み
、

下
の
人
は
水
死
、

上
の
人
は
火
災
に
よ
る
無
酸
素
状
態
の
た
め
、

無
傷
の
ま
ま
死
亡
す
る
と

い
う
悲
惨
こ
の
上
な
い
状
態
で
あ
っ
た
。

宇
都
宮
憲
兵
隊
で
の
私
の
任
務
は
、
軍
隊
の
秩
序
維
持
と
皇
室
の
方
々

の
ご
警
護
で
あ
っ
た
。
誇
り
に
思
う
こ
と
は
一
つ
。
今
上
天
皇
陛
下
が
未

だ
学
習
院
初
等
科
の
頃
、
日
光
御
用
邸
に
戦
火
を
き
け
て
ご
滞
在
中
、
私

の
部
下
の
荒
井
伍
長
一
名
を
派
遣
し
て
ご
警
護
申
し
上
げ
た
こ
と
で
あ
る
。

も
ち
ろ
ん
私
も
宇
都
宮
駅
で
、
直
ぐ
お
近
く
で
ご
警
護
申
し
上
げ
感
激
ひ

と
し
お
で
あ

っ
た
。
ま
た
数
多
く
の
皇
室
関
係
の
方
々
の
ご
先
導
、
ご
警

護
は
私
の
一
生
の
思
い
出
で
あ
る
。

昭
和
二

O
年
七
月
十
五
日
、
敗
戦
の
丁
度

一
か
月
前
、
雨
が
ど
し
ゃ
ぶ

り
の
真
夜
中
、
空
襲
警
報
が
鳴
り
、
雨
だ
か
ら
爆
弾
は
落
と
せ
な
い
と
思

っ
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
字
都
宮
市
の
中
心
街
に
焼
夷
弾
が
落
ち
て

来
て
、
街
の
大
半
を
焼
き
つ
く
し
た
。
敵
は
雲
上
か
ら
も
電
波
兵
器
に
よ

り
街
の
様
子
が
わ
か
り
、
い
わ
ゆ
る
繊
越
爆
撃
を
し
て
き
だ
の
で
あ
る
。

占
領
後
、
米
軍
が
使
用
可
能
と
見
た
師
団
司
令
部
、
陸
軍
病
院
、
歩
兵
第

三
六
部
隊
、
私
の
古
巣
東
部
第
四
四
部
隊
等
、
道
路
の
西
側
を
残
し
市
街
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地
を
焼
き
払

っ
た
。
誠
に
敵
な
が
ら
心
に
く
い
ば
か
り
で
あ

っ
た。

憲
兵
隊
本
部
は
街
の
中
心
地
、
木
造
二
階
建
て
の
こ
の
市
役
所
の
側
に

あ
り
、
大
谷
石
の
三
階
建
て
で
あ
っ
た
。
あ
る
時
、
火
と
火
災
に
よ
る
横

な
ぐ
り
の
強
風
に
と
り
の
こ
さ
れ
、

隊
長
以
下
防
火
用
水
に
首
ま
で
っ
か

り
夜
を
過
し
た
。
私
は
命
に
よ
り
宇
都
宮
か
ら
東
京
の
憲
兵
隊
本
部
に
電



話
報
告
を
す
る
た
め
(
本
部
と
の
直
通
電
話
は
不
通
で
あ
っ
た
)
、
二

0
キ

ロ
離
れ
た
小
山
市
郵
便
局
ま
で
菊
地
軍
曹
の
運
転
す
る
サ
イ
ド
カ
ー
に
乗

り
、
横
な
ぐ
り
の
風
と
炎
、
ト
タ
ン
屋
根
や
ガ
ラ
ス
戸
が
と
ぴ
、
油
脂
焼

夷
弾
の
油
が
火
と
な
っ
て
道
路
を
横
切
る
中
、
車
の
タ
イ
ヤ
が
焼
け
る
か

パ
ン
ク
す
る
か
と
い
う
状
況
で
走
り
抜
け
、
「
市
内
七
か
所
よ
り
火
災
発

生
、
目
下
延
焼
中
」
と
の
電
話
連
絡
を
憲
兵
隊
本
部
に
入
れ
た
。
翌
日
早

朝
、
私
の
戦
友
の
山
崎
見
習
士
官
が
、
部
下

一
五

O
名
を
指
揮
し
て
来
援

し
、
市
内
及
び
真
岡
市
の
焼
け
跡
の
警
備
に
あ
た
っ
た
。
私
が
報
告
を
終

わ
り
、
隊
に
帰
っ
た
朝
、
隊
長
以
下
現
場
に
い
た
者
は
炎
と
灰
で
顔
は
黒

く
、
目
は
真

っ
赤
に
な
り
実
に
悲
惨
な
も
の
で
あ
っ
た
。

最
後
に
こ
の
大
戦
に
参
加
し
て
た
お
れ
た
多
く
の
方
々
に
心
か
ら
ご
冥

福
を
お
祈
り
致
し
ま
す
。

へや
や
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